
問1）

P社 S社 P社 S社
2,100,000 1,100,000 955,560 608,000

356,560 - 10,000 4,800

900,000 300,000

576,000 180,000

15,000 7,200

2,456,560 1,100,000 2,456,560 1,100,000

P社 S社 P社 S社
811,000 300,000 1,006,000 460,000

88,000 64,000 25,000 -

132,000 96,000

1,031,000 460,000 1,031,000 460,000

P社 S社 P社 S社 P社 S社
900,000 300,000 524,000 114,000 9,000 4,800

- - △ 80,000 △ 30,000 - -

- - 132,000 96,000 - -

- - - - 6,000 2,400

900,000 300,000 576,000 180,000 15,000 7,200
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当期首残高

剰余金の配当

当期純利益
株主資本以外の当期変動額

当期末残高

株主資本等変動計算書

自×2年4月1日　至×3年3月31日 （単位：円）

株主資本 その他の包括利益累計額

資本金 利益剰余金 その他有価証券評価差額金

当期純利益

損益計算書

自×2年4月1日　至×3年3月31日 （単位：円）

借方科目 貸方科目

諸費用 諸収益

資産 負債・純資産

諸資産 諸負債

S社株式 繰延税金負債

法人税等 受取配当金

点数
点/100点

　P社は、×1年3月31日にS社の発行済議決権株式の80％を356,560円で取得し、支配を獲得した。×1年3月31日現在におけるS社の貸借

対照表項目（帳簿価額）は、諸資産850,000円、諸負債439,000円、繰延税金負債2,000円、資本金300,000円、利益剰余金

106,000円、その他有価証券評価差額金3,000円（貸方）であり、諸資産の時価は880,000円、諸負債の時価は439,000円であった。当期

（×2年4月1日から×3年3月31日まで）におけるP社およびS社の個別財務諸表は以下に示すとおりである。この場合における、当期の連結財務

諸表を完成しなさい。なお、のれんは、計上年度の翌年から20年間で均等償却する。また、法人税等の実効税率は30％とし、税効果会計を適用

する。

貸借対照表

×3年3月31日 （単位：円）

氏名

資本金

利益剰余金

その他有価証券評価差額金



解1）

当期末残高

親会社株主に帰属する当

期純利益

株主資本以外の当期変動額

当期首残高

剰余金の配当

株主資本 その他の包括利益累計額
非支配株主持分

資本金 利益剰余金 その他有価証券評価差額金

連結株主資本等変動計算書

自×2年4月1日　至×3年3月31日 （単位：円）

法人税等

非支配株主に帰属する当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

諸費用 諸収益

のれん償却額 受取配当金

連結損益計算書

自×2年4月1日　至×3年3月31日 （単位：円）

借方科目 金額 貸方科目 金額

非支配株主持分

資本金

利益剰余金

その他有価証券評価差額金

諸資産 諸負債

のれん 繰延税金負債

×3年3月31日 （単位：円）

資産 金額 負債・純資産 金額

連結貸借対照表


